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　０.　自社でのELV/RoHS禁止10物質使用状況の把握

1 　         （どちらかにチェック）

○印：重点項目

　1.　自社製品のサプライチェーンの明確化　　

① 全調達品を個別に認識できるように，リスト管理し
ているか？

〇

2
全調達品に対する環境負荷物質管理責任者を記
入したリストがあるか？

×

③ 環境負荷物質規制を遵守するため、２次取引先
以降も含めたサプライチェーンが明確か？

〇

4
上記取引先の環境負荷物質対応責任者を記入し
たリストがあるか？

〇

　２．取引先への要求の明確化

2.1
取引先に要求する環境負荷物質管理事項
を定めている ⑤

取引先に要求する環境負荷物質管理事項とその
展開方法を定めた規程・基準類があるか？

〇

6
環境負荷物質の管理，削減，切替えについての方
針を、取引先に説明会や文書発信等で展開した
か？

〇

⑦
図面，購買仕様書等で、調達品毎に「環境負荷物
質非含有」を指示しているか？

×

8
取引先の環境負荷物質管理体制を確認する手順
が明確か？（含む、工程調査）

×

9 取引先の環境負荷物質管理点検結果があるか？ ×

　３．取引先からの調達品管理の徹底

3.1
調達品の環境負荷物質に関する受入れ手
順を定めている ⑩ 調達品受入れ時，環境負荷物質規制に対する適

否の判断手順を定めた規程・基準類があるか？
〇

3.2
取引先からELV/RoHS禁止10物質非含有
の証明を得ている ⑪

取引先から、調達品毎のELV/RoHS禁止10物質
非含有のエビデンスを受領しているか？

〇

3.3
調達品のELV/RoHS禁止10物質の分析を
行なうことができる

12
ELV/RoHS禁止10物質分析基準に従って分析確
認しているか？（外部分析機関も可）

－

　４．環境負荷物質管理体制の構築・維持

13
経営者，社員等に対し環境負荷物質管理状況を
会議等で報告し、改善を実施しているか？

〇

⑭
設計開発および生産準備段階での、ELV/RoHS禁
止10物質非含有への適合性評価を、基準に従っ
て実施しているか？

〇

⑮
工程変更時(材料・副資材・取引先等)の
ELV/RoHS禁止10物質非含有を、基準に従って
実施しているか？

〇

16
環境負荷物質管理体制に関し内部監査を定期的
に実施しているか？

×

4.2
ELV/RoHS禁止10物質含有が検出された
際の対応方法を決めている ⑰

規制値以上のELV/RoHS禁止10物質の混入が認
められた場合の対応処置ルールがあるか？

〇

　５．顧客(ＮＴＮ)への納入品の環境負荷物質保証

18
顧客へのELV/RoHS禁止10物質非含有のエビデ
ンスやその報告の手順を定めた規程類があるか？

×

⑲
ＮＴＮの要求に従いELV/RoHS禁止10物質の分析
結果を提出できるか？（外部分析機関も可）

〇

5.2
IMDS，JAPIA統一データシートで含有物質
(成分)の報告ができる

20
ＮＴＮの要求形式、要求内容（90wt%以上の成分
開示）で提出できるか？

〇

環境負荷物質管理体制チェックシート（記入例）

取引先様 コード№：　Ｔ〇〇〇〇
達
成
率

76 100%
取引先様名称：　ABCD株式会社
取引先様所在地：　大阪市北区〇〇

判断基準
評価 具体的な実施事項，課題等

0

ELV/RoHS禁止10物質のいづれかを含有
する完成品・部品・材料・副資材・工程材
料・包装材を取扱っているか？
（顧客および用途問わず）

【採点方法】
   採点範囲：要求事項１.～５.
   得点配分：重点項目2点×10問、通常項目1点×10問（最高30点）
   達成率＝得点合計÷最高点（非対象を除く）×100 (小数第1位 4捨5入)
【判定基準】
   ０.(1)がYESの場合：達成率80%以上合格
   ０.(1)がNOの場合：達成率60%以上合格

2

【(1)がYESの場合のみ】
物質：
用途：
NTNへの納入品に関係するか？：

評価欄には「実施中：○」 or 「不備あり：×」 or 「非対象：－」を記入し実施事項、課題を記入

1.1
調達部品，材料，副資材（以下：調達品）を
管理している

紙もしくは電子データでリスト化している

電子データで管理している

同上

文書としてリスト化はしていないが、実
務として責任部署・責任者は明確に
なっている。

要求事項 チェック項目

1.2

調達品の環境負荷物質規制（法律、条
例、協定、ＮＴＮからの要求事項）への適合
が確認できるように、サプライチェーンが明
確になっている

n次取引先が(n+1)次取引先を把握している

文書化したものはないが、サプライ
チェーン（仕入先）は、明確になってい
る

n次取引先が(n+1)次取引先の責任者を把握
している

仕入先毎のリストあり

紙もしくは電子データで文書化している

『〇〇会社環境負荷物質管理基準』

2.2
取引先に対して環境負荷物質規制の管理
を指示徹底している

取引先への方針説明資料や説明会議事録
がある

『〇〇会社環境負荷物質管理基準』

環境負荷物質非含有を全ての図面や調達
仕様書に明記している

主資材である鋼材については、化学
成分、機械的性質、および不具合
発生時の処置のみ記載

2.3
取引先の環境負荷物質管理体制を確認し
ている

紙もしくは電子データで文書化している

仕入先毎に担当者に確認するルート
は確保している

紙もしくは電子データで、取引先を点検した記
録がある

材料商社、或いはメーカーの方が会
社規模がはるかに大きいため、現在の
状況では点検に至っていない

紙もしくは電子データで文書化している

『〇〇会社環境負荷物質管理基準』
※ＮＴＮ支給材のみで構成されている
ため、受入検査は外観確認のみ。

非含有証明となるものを受領している(エビデ
ンス一覧表、エビデンス)

他社向け実績あり

紙もしくは電子データで文書化しており，分析
確認した結果がある

貴社へ納入する製品が、NTN支給材
（鋼材）のみで構成されているため。

4.1

自社（技術部門，製造部門，品証部門）に
おける環境負荷物質管理体制(ELV/RoHS
禁止10物質の非含有、混入防止)が構築
されている

会議の議事録および結果または経過を示す
記録等がある

『企画会議内容報告』

紙もしくは電子データで文書化しており，実施
記録がある

顧客要求に基づき、評価しており、そ
のデータも保管されている

紙もしくは電子データで文書化されており，実
施記録がある

顧客要求に基づき、評価しており、そ
のデータも保管されている

紙もしくは電子データで文書化しており，実施
記録がある

ISO9001、14001の要求事項に従い
内部監査を実施しているが、環境負
荷物質管理体制に関しては実施して
いない

ＮＴＮ要求に応じて提出した実績がある（ない
場合は他顧客向け実績も可）

他社向け実績あり

紙もしくは電子データで文書化(判定基準書、
要領書等)している。ELV/RoHS禁止10物質
の検出が認められたことがある場合、その実
施記録がある。

他社向け実績あり

5.1
顧客から要求された時、ELV/RoHS禁止
10物質の非含有証明（エビデンス）が提出
できる

紙もしくは電子データで文書化している

『〇〇会社環境負荷物質管理基準』
には報告の手順まで示されていない

ＮＴＮもしくは，他の顧客に提出した実績（エビ
デンス）がある

他社向け実績あり

YES NO

YES NO

評価の根拠を漏れなく記載いただくようにお願いします。

もし、記載がない場合や根拠が明確でない場合は、

再提出をお願いする場合があります。

記載例）

実施中（〇）の場合：管理手法、エビデンスとなる文書類の名称など

不備あり（×）の場合：実施できない理由・課題など

非対象（－）の場合 ：非対象となる理由

※当社からの支給材の加工を請け負っていたただいている場合は、

当社へ納入いただく製品に付着する可能性がある

自給の副資材（例、防錆剤、加工時の油脂類など）について

ご回答をお願いします。

達成率が判定基準に到達しない場合は、
環境負荷物管理体制の確認のため、
当社から現地監査に訪問させていただく場合があります。
ご協力をよろしくお願いします。


